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 * <p>著作権: Copyright (c) 2011</p> 

 * <p>会社名: HelperTex</p> 

 

 * @version 1.004 

 * Version 1.001 ｊBuilder9 の java1.4 では log10 が計算出来ないので計算エンジン ExpCalc を使う。 

 * Version 1.002 2011-02-06 Fittingcalc ON-OFF 

 * Version 1.003 2011-02-09 randomcheck 追加 

 * Version 1.004 2011-02-10 内部計算では,step を 1/100。ﾌｧｲﾙ名を MultiDFisplay に表示 

 *Version 1.005 2011-02-14 結果渡しの余裕を見て sleep 時間を変更 

* Version 1.006 2011-06-17 計算式の分子を配向度関数と同じに出来るように変更  

*Version 1.03X 2012-11-23 ドーナツ極点の中心部分を放物線で外挿 

*Version 1.05M 2016/10/10 Kearns Method のサポート 

*version 1.06M 2017/07/06 P%のまるめ 

    最小二乗にα=90 データの選択 

*Version 1.08 2023/01/01 NDOrientation,cos*cos 共に KearnsMethod で計算 

*Version 1.10    2023/01/03  計算結果プロファイル表示 

*Version 1.11    2023/04/03  入力データ切り出し追加 

 *Version1.13   2024/10/31  極点図３D 表示から等高線表示に変更、ZERO 対策 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 立方晶以外でＣ軸配向材料の簡易配向度評価ソフトウエアの提供を致します。 

  ｛００１｝極点図の中心近くに極があり、極点図の周辺では指数関数的に強度が低減する材料に適用 

  例えば、六方晶のＭｇなど評価として使えます。 

  本ソフトウエアの計算ではｒａｎｄｏｍ試料の場合５０％で完全配向の場合は１００％です。 

  極点処理などで計算しているＦ値ではｒａｎｄｏｍの場合Ｆａ＝０．３３３３になります。 

  極点図表示上の問題でＷｉｎｄｏｗｓＸＰは測定間隔は２．０度まで、Ｗｉｎｄｏｗｓ７では 

  測定間隔１．０度は表示可能です。 

   

  指数関数に指定された範囲は、測定データと計算データを合成します。 

  計算上、α＝０では結果は０．０に評価されます。内部ｓｔｅｐ拡張により計算可能になります。 

計算式 

 従来（高木氏の論文） 

 ΣＩｃ（α）*ｃｏｓ(α)  * ｓｉｎ(α)／ΣＩｃ（α）*  ｓｉｎ(α) 

 配向度関数と同じ 

 

 ΣＩｃ（α）*ｃｏｓ2 (α)  * ｓｉｎ(α)／ΣＩｃ（α）*  ｓｉｎ(α) 

 どちらでも計算出来ます。 

 

ｃｏｓ＊ｃｏｓの計算式を使うとｒａｎｄｏｍは３３．３３％になる。 

この値は、従来の配向関数Ｆａ＝０．３３３と符合する。 

 

Kearns Method への切り換え 

 Orientation ソフトウエアの切り換えに従い、計算が行われる。 

 Orientation ソフトウエアによる Kearns Method への切り換え 

 メニューの Orientation 部分を Kearns Method に切り替える。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



単結晶テスト 

 測定ステップ 2.0deg でα＝０が１．０の場合 

  

 

データが０．０から９０．０まであるので、指数関数計算しないでＣａｌｃ 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



配向関数を計算するＯｒｉｅｎａｔｉｏｎでは 

 

 

配向関数のαに対する値が表示されています。 

 

表示しているファイルを GPPoleDisplay で表示 

でＭａｘ強度と NDOrientationMax が一致している。 

 

 

 

 

 



ｒａｎｄｏｍ評価 

 

データが０．０から９０．０まであるので、指数関数計算しないでＣａｌｃ 

 

        

 

 

 

以上で単結晶の場合 簡易配向度では１００％ 配向関数では１．０ 

ｒａｎｄｏｍ試料の場合 簡易配向度で５０％   配向関数では０．３３３（３３．３３％） 

と計算されることが分かります。 

 



実際の試料（ＭＧ） 

データ処理 

 

処理前     処理後 

 

ＡＳＣファイル    ＴＸＴ２ファイル 

 



       

NDOrientation 

 

 

      



 

ＣａｌｃＤａｔａは、入力でーたに規格化して表示しています。 

データ接続の考え方 

指数関数に適合出来る領域を探し、以下の手法でデータの合成を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

測定領域０―＞７０に対し６０－＞７０で処理した場合 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ評価 

 

 

ＧＰＰｏｌｅＤｉｓｐｌａｙで表示すると 



 

  

元データは中心から離れたデータであったが、β方向を平均化した為、極点図が中心位置になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣｒｅａｔｅＥｘｐＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅで評価 

 

極点図の外側を外挿すると          



  

配向度関数を調べると 

 

ＮＤ，ＴＤ，ＲＤが計算される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｖｅｒ１．１１による入力データの切り出し 

 

 

 

 

 


